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1988 年 

大分で第1回要約筆記奉仕員養

成講座開講 

「陽ざしの会」結成 

 大分で要約筆記奉仕員の派遣

が始まる 

2006 年 
障害者自立支援法にかかわる要望活動 

県議会傍聴に要約筆記派遣開始 

1989 年 
第2回九州要約筆記グループ懇

談会を担当 
2007 年 

第 4 回全難聴九州ブロック福祉大会、大分県難

聴者協会創立 20 周年記念式に協力 

厚生労働大臣よりグループ団体として表彰 

1990 年 
派遣費（交通費の一部）が支給

され、派遣回数も増える 
2008 年 

第 8 回全国障害者スポーツ大会「チャレンジ！

おおいた大会」を後援 

会員は専門ボランティアとして参加 

1995 年 筆記通訳支援システム導入 2009 年 

パソコン要約筆記学習会が始まる 

第 58 回全九州ろうあ者大会にて感謝状受賞 

第 14 回全国高年難聴者の集い「長楽の集い」湯

布院大会に協力 

1996 年 

第9回九州要約筆記グループ懇

談会を担当 

平成8年度大分合同新聞福祉賞

を受賞 

2010 年 

「すべての聴覚障害者に、情報アクセス・コミュ

ニケーションの権利を保障する法制度の実現を

求める要望書」（We Love コミュニケーション）

のパンフレット配布と署名活動を実施 

1998 年 OHC 導入 2011 年 

第 44 回全国手話通訳問題研究集会 in 大分に

協力 

「陽ざしの会」リーフレット作成 

 要約筆記周知事業講演会「聞こえないと不自由

です」を開催 

1999 年 

大分市要約筆記奉仕員派遣事業

始まる 

二人書き要約筆記研修会を開催 

第1回全国パソコン要約筆記指

導者養成講座開講 

2012 年 
要約筆記周知事業パネルディスカッション「学び

の場の聞こえは大丈夫？」を開催 

2000 年 パソコン要約筆記研修会を開催 2013 年 

「要約筆記 利用ガイド」作成を大分県聴覚障害

者協会に依頼 

講演会の主催、行政・団体・事業所等約 200 か

所に配布 

2001 年 
大分県より福祉保健関係功労賞

を受賞 
2014 年 

要約筆記周知事業講演会「パソコン要約筆記技術

習得講習会～モバイル機器を使った情報保障～」

を開催 

2002 年 
厚生労働大臣感謝状を受賞 

大分県災害ボランティアに登録 
2015 年 

要約筆記周知事業講演会「人と世のために～病院

を情報バリアフリーに～」を開催 

2003 年 
全要研全国大会、九州大会の情

報保障を担当 
2016 年 

要約筆記周知事業講演会「字幕リサーチャー講演

会」を開催 

第 1 回 要約筆記ミニ講演会（大分県立由布高等

学校）を開催 

2005 年 

第8回全要研九州ブロック研修

会実施 

障害者自立支援法反対要望書を

市町村に提出 

災害時対応ミニ訓練実施 

2017 年 

iPad 導入 

字幕リサーチャー活動 

第 2 回 要約筆記ミニ講演会（大分県立由布高等

学校）を開催 

第 50 回大分県ろうあ者福祉大会で感謝状受賞 

「陽ざしの会」のあゆみ 
30 年の歴史を振り返って・・・ 
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記念品の紹介 

食事会の記念品として、7月 21日聴覚障害者センターにおいて、企画部長の梅﨑さん 

指導の下、水引作りに取り組みました。皆さんはじめての作業に四苦八苦！お互いに「ここ

はこうよね～」とわいわい話しながら、楽しく作ることができました。 

この日作ったのは水引の飾りの部分のみ。できあがった水引に 

金具などの部品をつける作業は梅﨑さんにおまかせ・・・ 

素敵な記念品をお届けできました。 

 この日使用した水引は、梅﨑さん 

こだわりの品々。わざわざ京都や長野から 

取り寄せているそうです。ラメ入りや金銀、 

マットな感じなどたくさんの種類があって、選ぶのも楽しかったです。 

水引ということで、使用する数は 3本か５本と奇数（割り切れない数）

だとか。奥が深いんですね。 

水
引
の
コ
サ
ー
ジ
ュ 

と
て
も
華
や
か
で
素
敵 

おめでたい 

あわじ結び 

灯
を
と
も
し
続
け
て 

池 

邉 

恵 

子 
 

「
陽
ざ
し
の
会
」
命
名
の
由
来
は
、
太
陽
の
よ
う
に
あ
た
た
か
く

と
い
う
願
い
を
込
め
て
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
も
う
一
つ
あ
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

そ
れ
は
「
一
隅
を
照
ら
す
人
（
陽
）
で
あ
り
た
い
」
で
す
。
天
台

宗
を
開
い
た
最
澄
の
「
一
隅
を
照
ら
す
者
、
こ
れ
、
国
の
宝
な
り
」

と
い
う
言
葉
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
世
の
中
の
た

め
人
の
た
め
に
な
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
で
あ
た
た
か
い
思
い
や

り
の
心
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
指
す
の
か
。 

 

私
自
身
は
、
中
途
失
聴
・
難
聴
者
が
「
こ
こ
に
い
る
」
こ
と
を
何

と
し
て
も
世
の
中
の
人
た
ち
に
知
ら
せ
た
い
、
そ
の
手
助
け
が
し
た

い
と
解
釈
し
て
い
ま
し
た
。 

「
陽
ざ
し
の
会
を
頼
む
ね
」
と
言
っ
た
諸
先
輩
の
こ
と
ば
が
今
、

痛
い
ほ
ど
わ
か
り
ま
す
。 

 

要
約
筆
記
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
原
点
に
今
こ
そ
戻
っ
て
ほ
し

い
。 ど

ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
も
、
私
た
ち
を
必
要
と
す
る
人
は
ま
だ

ま
だ
い
ま
す
。 

 

陽
ざ
し
の
会
を
こ
れ
か
ら
も
灯
し
続
け
て
ほ
し
い
。 

「
頼
み
ま
す
ね
！
」 

                

（
※
ぶ
ん
ご
梅
は
創
刊
以
来
続
い
て
い
る
会
員
の
エ
ッ
セ
イ
で
す
。
） 

ぶ
ん
ご
梅 

今回は、「陽ざしの会」設

立３０周年記念食事会を中

心とした、特集号です。 

 食事会は、初期メンバーに

よる苦労話なども聞け、意義

のあったイベントでした。 

 転居された先でサークル

を立ち上げた方、別のボラン

ティアをされている方など

たくさんいらっしゃり、精力

的に様々な活動に取り組ま

れているお話に元気付けら

れました。 

この編集作業時、３０年も

続いているサークルの歴史

の１ページに参加できたよ

うな気分になりました。 

（山口 智子） 

編集後記 

 


